
18⑪　　　　　　　　　　　　　　獄　　　綜　　　駆　　　難　　　融　　　　　　　　　　　　〔第七岱

調　　　査

土質と桑葉の品質との關係

須田圭二

淸水洸
入佐一郞

1．緒　　　雷

　元來土質と桑葉の温質との關係につきては典の研究除り多からす、小縣徽業皐校に於ける11

1F聞の育獄の域績（1）を∫己るに次の如し。

　1．純粘土桑園の桑にて伽育せぱ顯兇肥大し懸最多しと難も繭の色潔は優良ならす。蛾は大

にしセ灘卵数多く卵粒は大にして水分の搬散（俗に乾きと訟ふ）雌く蛆警最も多し。

　2．砂土桑園の桑にて飼育せぱ鑓休小にして醐も3く小なれども綜蛋｛：は次して勘なからす繭の

色灘は優良なり。蛾は産卵敷少きも淺蔚概して轡に水分の焚散早く虹害鍛も少し。

　3。礫質壌土桑園の桑にて飼育せば獄児は砂土桑1賜のものより大となり，粘土桑園のものよ

b小となる。而して關の大さ蛾の璽量及蛆轡も亦典のΦll｛1に位せり。鯨彙は割脅1こ少く燦卵数

は多し。

　4。　粘土に小石を滉ぜたる桑園の桑にて飼育せば羅休殻も肥大し繭も大形となり典の色津砂

土桑園に次で良く蛆害は壌二1：桑園より少しく多き傾あり。

　5．砂土、壌土の桑にて掃立より上籏迄飼育せしものを壌土桑園のものに比すれば繭形梢小

なれども牧繭蚤多く蛆害は少なし。而して綜長綜慰ま之に及ぱす。

　次に川瀬惣次郎氏（2）は入工を以つて壌土、砂士，礫土を調製し其の中に葺1返を植え肥培法

を全部一様にして栽培し、桑葉域分の如何に遊異を～1三するかを試瞼せりQ即ち直脛約1m深さ

1・2mの土管を土中に輿めて之に調脅せし土壌を充し共の中に桑樹を植付け野外に於て試験せ

り。斯の如き二r：管植木鉢6木を1賦となし壌土颪、砂土龍、礫二正二旺の3慨を1没けたIJ。壌土

甑は．と田慧縣專門學校の勢墾土を砂利齢にて飾別して大部分の火山礫を去りたるものを充し、砂

d一二彊は前記畢校圃場の館1別せし壌土に刊ll川床の砂を加へて調製しftるものを用ひ、礫土匝は

前記離校圃場の箭1別せし壌土に干曲川床の礫を掴へたるものを使用せり。而して大正4年春各

匠の植木鉢に鼠返種1株宛を植付け乎入、施肥法等蚕部同一にして載増し大疋7年及8年の爾

年度に於て春獄5齢傘頃牧穫叡1益を爲し術ほ分析の結果次の如き結論を得たり。

　（1）　土質と桑の牧量及胤質との闇1こは一定の關係あり。

　（2）　牧穫高は礫土、砂土に於て小に竣：ヒに於て大なりo

　（3）礫土、砂土に生ぜる桑は水分、蛋白質．＝一テル浸i’li物に乏しく圃形物、糊繊維、可
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溶無窒素物に雷み壌土に生ぜる樂は岡形物、粗繊維、可溶無窒素物に乏しく水分、蛋白質、ヱー

　テル浸川物に當む。

　波多野岩・古氏（3）は二厨坐を異にせる場合に生慶されたる桑葉の組成を比較する場介には先づ

施肥の方法を適當にせざるべからづ㌔例へば壌二1二と砂土につき管嵐施肥童及施肥の力法を同

一・ ﾉして栽培し、生旋された桑葉¢）組成を比較する場・kに爾土質の養ク｝吸．牧力を度外観して同

一方法にて施肥するとせば結局施肥最を毒1るにせる場合と同一結果となる。故に施肥彙と施肥の

方法とを同一一にする鵬めには養分吸牧力の小なる砂土の吸牧力を慕～｛f三として一圓の施肥蹴を定

め撒回に分施する必要ありと。3く弥いて土性の1鋼係のみを獣駒せんとせば寧ろ無肥料・にて栽増

せざるべからづ㌔然るに斯る場合には作物は互E常の獲育をなす能はざるが故に作物に利用さる

べき養分壷を能ふ限り同一一一｝Cして試験をせざるべからすこと。

　斯の如き見地により波多野氏は川瀬氏の論文を1次．の如く批鋼1せ・りo凹1・ち牧瞳蹴の齢i異の甚だ

しく大なる黙より考ふれば玉’出ζ」二性の霊異といふよりも桑に利用さるべき二h漿中の強分蛾死大

なる一原区1に敷へねばならぬ跡となる。術は斯くの如き誰℃瞼に於ては前遮せし如く少くも一・株

常りの桑葉総牧礎づll：に肇ナする各組域分の絶蟄描tをもイ，卜記する必要ありと。

　郷炬製綜株武會刷：鐙1事所（4）に於ては土質とi襲樹獲育とα）關係試験な鵬せり。その結果の大

要次の如しo

　礫に常む砂土と砂嬢土とに桑樹切市及大梁早鑑を植付け根刈仕立（反當縮付株敷1080本）

となし栽植法、肥増法等同一管理琶の下に大班15年聯より試験を「｝1導始し3年1聯贈喪試験の糸澄果

大要次の如き峨績を得海り0

　1・焚芽は排水可良にして吸熟魅火なる砂質慨・早しと難も新棺の仲長は竣：正二阻町i盛なり。

　2・聯秋を通じ壌質瞳新梢牧藍妻多く砂質1疏に比し2．7割内外増牧し枝條帰も亦駿質賊大にし

て了沙猶馴観に去ヒし3－4害U多JI交せりo　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　賦　i新棺百分中正葉の害11合は概して砂質慨に多く嬢質磁1こ少し。　　　　　　　　　　　　　　，

　4・桑藥の水分は春秋を通じ壌質麗一一般に多しと難も典の萎凋欺態｛よ騨は概して壊質置単く

初’秋は砂質慨の方速なりo

術鯛所に於ては土質と1　ll質との關係試験（5）嬬せり。窪防礫に密む砂・1：と吻塗ゴ、とに大葉

早璽を棺付け根刈仕立となし栽培、肥培等凡て同一一笹理の下に行ひ、共の桑葉を春獄期に於て

掃立よりヒ籏まで鑓兇に給與しだる結果次の如し0

　1・獄体量は壌質眠に梢重き傾直｝あり。

　2・　繭璽、繭暦歩倉等砂質瞳租大なIJ。

　3・繰綜成績は壌土冨に於て良好なり。

　街，綜質概して壌土慨に於て良妊なり。

川瀬惣次罠眠（6）は桑葉の物芝欄並に化鋤勺性質の研究により礫・願の桑勲ま壌，1湿の桑藥

より早く熱する事を認め典の原囚を次の如く1翻せb。

　礫は粘土に比して比熱小なれば熱に依つて温度早く高まる故に礫一1：1ま太陽熟によりて溜慶の

高まる事早く叉礫土は塞氣の流遡よきを以て肥料を施せば晦ちに分解する。伽ほ礫土は肥料の

吸牧力躬きを以て脱肥作用早く作物は早く熟す。加ふるに礫：1：は地味碗埆にして作物の繁茂悪

き故に日光の邊通よく戯熱の度高からす從つてil！11iamの塵卵する蜘少し。

　前述の川瀬氏の研究（2）は容黛用桑に就ての結果なれば箸者等は秋鐡用桑（灘直し桑）につ

きても果して同一の結果となるや否やにつき更に圃一の土壌を使用し大把13年挺に桑樹を糀

換へ中刈四拳式仕立となし試験を反覆せり。

　因に試験隈たる壌ゴこ霞、砂土廠、礫土置は普通畑に於ては勿論その施肥關係を異にせざるべ
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からざるも該試瞼土壌は土管櫨木鉢に入れられだるものなれば施せし肥料も殆んど撮火なきも

のと認むるを得べし。敏に今圓も亦施肥乎’1㍗等凡て同一・にせしが尚ほ波多野氏の2i…意につきて

は後日改めて試験を反覆する豫建なり。UIJち以下は年一間春期獲芽前施tJ巴の場合及び一”abケ4ド闇

無施肥の場合の放績なれ共年多四数方色肥の場合には牧量艶に葉望丁に如何な7」影轡あるカ、に就き

ては目下調益中なれば追つて報告する考へな1）0

　　11・供試土壌

土壊調合’嵩時川瀬氏（2）が行ひたる二h壌分析の結果は次の如し。

二＿二［τ二］；隻工1ま一凱，繍1懲欝1難1｝蝦黙

　襲ニヒ硬　　　6％　　　57％　　　　37％　　　を探り農導｝禽法により分析せり，，共の結

　砂土璽　 3％　　80％　　17％　果次のxt　l　lしc，
　礫　ニヒ　嵌　　　44％　　　　4「」Yo　　　　　1コ％

＿＿＿叫＿h，
@　　　．，．＿　　　　＿＿一＿一＿、．＿．＿＿噂噂＿門一．．｛＿＿．＿＿＿一一一＿＿＿＿＿一＿r＿一．蛍．　一＿、．t．t．＿y＿＿一．＿J＿＿，、＿＿，．．　・一州・　…一剛臨一

繍分。∫翻：l

　　　　l礫土斑

＞2tnni

礫

3．1）2

3．98

35．62

＜2tUtn

荊叩土

2－｛L2筋mm

瓢　砂

96．08　　　　　　2d，．53

96．e2　　　　　（…5ほ3

6tL．3S　　　　　　｛L2◆（，7

25．54

67．S3

〔15，35

。銑・1測・黛・，i置1’i烈・ご・1贈1

・・1砂ド僻馴撫
2〔｝帳73　　　　　　　9．5：｝　　　　　　或：し2携

ユ5．G（亀　　　　　2．61　　　　コ3。25

1｛）。36　　　　　　工1．33　　　　　　　｛9．6…と

2z。58

ユ5、66

16。09

9．り2　　　　義2．96

2．72　　　　コ3．菖0

17暫6｛｝　　　　　　　｛L97

【竣　ゴ・1砂　土　｝礫　土
乾土百分r・1；　H窺mu8 2．56 ユ．71 1．89

以上を農躯會法によりて分類すれば夢く衷の如し。

灘度碇鰍堅原轟珈，謬土司・㎞漏徽一pmww’”一

矩し乾土…g…つき蝦とし礒・・縦畿　藻撰圭
叉水紫イオン濃度の定撫ま風耳吃土壌109

につき蒸溜水25G・c・をiJIIへ時々振撮し約30分間の後濾過し板野式測定器にて測建せり。

極司砂土1蹴
　　　　　　　　　全　　 酸　　 J渡葦　　　　　ユ2r5　　　　　　　5．2　　　　　　　d辱6

　　　　　　　　　　　P　II　　　　　　4．172　　　　羨．206　　　　d．241

　　　　　　　　　色素吸蔚

　風乾土壌59を試瞼管にとり0．1％Me七hyl　v呈01e七20　c．　c．を加ヘゴム栓を施しよく振漁して

常温に於て1時間保ち3000匝1・　ゆC・・七・if・g・・h・・…hi・・に抑ナて卿・」燭1聴1）nb・1・・エ

C・1・伽e七eyにて比色の吸蒲された色職賊算1！構しに、
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掘1砂土『u土．
　　　　　　　　　　：・；吃」二㎏につき　　d・11s　mg　l　・1・ユ5　mg　I　4・’LO　mg

以憶聯i3イ艘に探集せし・膿につきての網匙なれ獅臆昭和8年7月211噺に、膿俵
土）を探集し次の分析を爲せり。

　　　　　　　　　　　　　有’効燐酸（Deye1・氏泌による）

1飯王撮1砂滋1司礫・t、　｝・K

　　　　　　　　　　配船州｛臓・1・…酬。・・L・・tl，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　彗餐う｝吸．」険葬暖

蹴細・5°9をとり2・5％（NH，，）・m’0・：1…．・鋤囚胴辰燃し蜘羽肋後濾凱

腱加へて濾灘500…，　，F．．　txし内10・…購・とりNはKn噛Az。七・・、・・。七。聴川ひ

P・°・はL3NH・6°・…を力IIへ棚・昨いτ9－mi・も・焼力llへコ1・、・詑麟せり。撫〕陀

ゴニ百分中の吸」汝辱三を示せぱ次の如t。

　　　　　　＿＿＿＿＿＿＿」L．蜘轟一墜一上悠悪藤上鑑土1・E

　　　，　　Nに鋤ナる吸収串　1　繊，　　　218　　　250

　　　　　　　1）：　05に謝する吸牧尋｛　｛　　　536　　　　　　益08　　　　　　3VV

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

講惣雛騰劣巖膿糀1鰍にしてH　嬬轍に
　　11工　供試桑樹及牧穫調査

大正13年胡1d・胴一・f・J：イsよ蝶りたる略辮磯瀞罷勲・腿蹴灘襯沐蹴1

樹鮒け中刈四緻杢1・勲瀦り・中刈仕立となせる瞭楽咄沙附鞭鮒析材糀嫌
する際燃離して叉」髄副脇の1撫楓り蘇する職得て根刈仕伽塀｝よりも酬ξ砒
較し得るを以て励・而し’C・・‘f・嗣一の購法締へり詑ll畝の如し。

　杣付゜の際堆肥一畷ζタ1宛を施し春期濃芽前伐探せり。

　ll召和2年度には無施IJ巴にて栽培し磯i芽前段探を行へり。

納3年胡12曜f敵勲：・3579耀瀞砂《4・9礁力1・・llユ29宛施し同・8眺
石次409鋤翻しm．て6月ユ1口桑樹を伐探せり。

聯14価月31畷搬側糺6月8職酸アンモ・ユ2・9、麟酸石7R6・9、轍
力ll里169宛方宙せりo

昭禾・5年4胆61・1豊年旭半白3・・9、麟酸5・9、硫椥1脚9多鵬励。而して5
」ヨ15日刈桑を探i躯しfGSほ9月5日摘璽婁せり。

昭和6年tl　Ji］　2°聴伐嬬し豊・敵豆糊・・9・麟蜘依…’ 寛_；iJll！1！・4・9宛雄し

9月4・日摘藥を爲せIP　o

噛i7年4月16膿年煎埆き30・9宛馳し‘S・」・J　26　lll刈桑蛾探し9月・鵬葉せ
り。

鞠8年励1階勲爲し9胆副藤せり．而し℃tiヒの轍鮪肥にて纐空せり。
　牧腱調査の結果は…欠の如しQ（竿均1株當り箪雄」ご）
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枚穫年月口1
昭和3年6月11月
1司　 51＝ド5」「1151苛

1消　 551三9月　5「1

岡　6年4月2（♪闘

岡　6年9月　d・ll

岡　7年益月2511
同　7年9月　111
同　8年5月　：t日

同，8年1り12｝「［

摘　　嬰

i

　刈　　　桑1
　刈　　　桑

　摘　　　葉

iifS代宵梢
i捕　　　葉1

！春伐古櫓
…摘　　葉

　春伐宵粕
　摘　　　葉

1．

漉d：臓 1

：10V5

：1・181L

1712

，98：1

1搭5P

l｝82

1磁〔1

955

激1．57

砂・h減1．礫輝

7，98

コ301，

：｛、725

臼66

コ526

9；！6

：星脇〔l

li』緒

：1．35＄

以上を涌鷺するに牧礎量ρ淵塗に鷹【：、砂土、1礫：Lの順序に吏盤減する融llる・

　IV．刈桑中全芽及葉身の割合

（の丈献（2）によれば刈桑に劃すど，金芽（新棺イlj葉）の割合次の如しc）

67｛｝

：正15i；

Utlイ聡

6：脚

：．tt，V7

8（Si）

1星53〔1

887

：1、，d78

　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　椴ニヒM　　砂土i椛　　御1出1・t’「t

　　　　　大，1、7年蘭・・糾イ1備7％1・r）．・・％

　　　　　大；il・s年劇63・6・％16｛・・“7酬67・85％

（b）昭和3年6月工1口各1オ牙碗につ謝脇獣儲11↓臆次の如し（輩位∫‘：幻用纏）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
i刈桑 古酬奄酬鋤1。璽1創

壌　　　　ニヒ　　　　頂亘　　　　　1〔｝5｛｝　　　　　　29い　　　　　　　76（）　　　　　　6正｛〕

砂　 土　 斑　　　800　　2G｛［　　（凱，〔，　　4（15

礫　土　1薩　　65〔，　　150　　5u〔1　　3s〔｝

72，3臼

75．uo

76．92

刈藥百分　　奄芽γf分

53．1｛｝　　　8｛｝。26

58．工3　　　　7ア。駅，

「oS．46　　　　76．似，

（G）f臆牧穫調叡）際6株につき調査・モ士しに…次の如し（」・ド均一オ糟り聯ケ：瓦叉1・よ％）

襲　土　賊
砂　　土　　帳

礫　土　憾

刈　　i桑　　　古　　棺

1〔｝ひ5　　　　　　　　　　3S（）

78S　　　　　211
670・　　　　　　：【止7

．奈　　穿

778

5ア7

522

　　メU　樂　百　S｝　tl，t

盗　　 穿　｝　’古　　棺』

71、05　　　　　　28．1｝5

73．23、　　　　fU6，7，g

77．9：正　　　　　　22．Ol）

（d）昭和5年5月15日」改礎調蕉の際吝1利とにっき調査せしに次の如しQ」ie．位瓦叉は％）

刈　桑　古櫓　fF．・li・：　＿遡了止L＿
　　　　　　　　　　　　　　　企　　帽二　1　古　　柵

　哩鎚　　　　二董二　　　11S竃　　　　　　　　1781　　　　　　　　　1050　　　　　　　　　　73：L　　　　　　　　　　強ユ。Od　　　　　　　　　　5需・V6

　砂　　　 ニヒ　　　 1亟［　　　　　　　1538　　　　　　　　　t）〔1〔D　　　　　　　　　‘338　　　　　　　　　≦t1．d8　　　　　　　　　53．5冒

　礫　　　　二L　　　　I6亙　　　　　　　　1200　　　　　　　　　　675　　　　　　　　　　5乙5　　　　　　　　　　43．75　　　　　　　　　　5〔｝．鵠5

　以上（の《d）を通騰するに刈桑百分中鰹芽の割合1ま壌土最も少く礫二ll最も多きを知る。

　　V．桑葉の強勒性並に面積重

川｛頼氏（5）に二よれ1’di“次の如し　　　　 ．　　　　　　　　　　！
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｝［水分1張靱蛸・・徽

蝦　：t：　置

砂　 土　 1鉦

礫　 ゴ：　i占姦

70％

〔sv96

㈱％

冒u6

316

328

1．58

：広，65

L67

　以1二は5齢期に探婁せし1ず繕置用桑風返種につきての葡ll溢なり。この關係は郡メ巴製綜株式會胤

窟班所（4）の成績と一一致せ1）。

　　V工．桑葉の成分

　（｝x）昭和6年秋鑓用桑

　昭和6年9・月3日秋鍛用桑（葉身）の：分析材料を探集せりQ

　　　　　　　　　　操集せし
＿一．一．一＿．．、　．1．荊鮮些＿

漉　　　ニヒ　　砿　　　　53〔19

砂　　　出　　　賊　　　　　730

礫　　　土　　　甑　　　　73‘工

同　　．1：　　　　　　　　水　　　 分

凪乾勲　　　　　世，，崩鱒　』　　．

200・og　　　　　6・26

261，。5　　　　　　　　洗．2甑

2SS．5　　　　　　　4，5’鳳

64．25

6・1；　．65

62。26

分析結果1・

＿＿．一＿＿＿ @　　 誼＿＿欄＿＿＿．＿聯，燃雛潔＿。．．瀧勲1．勲＿＿＿＿＿＿＿＿＿．＿簸一蕪翅一

新鮮物
百分中

壊土繊
砂土i岨

礫土1畷

陸烈帽列瀬艘鑑幽ヴル鰍副繊分蘭糎騰

乾　　物

百分巾

嬢土臓
砂土胚
礫土旺

6並、25

6‘k．65

62．26

35，75

35．35

37　．7・k

7，93

6．85

6．8止

22．19

w。3，g

工8．06

2，77

2．｛S／t

2。77

7。75

7．3s

7．34

4。03　　　5．02　　　ユ6。oo

強，25　　　d，，93　　　ユ（」。71

d伽63　　　　　5．06　　　　ユ8，47

11。Σ6

甥。02

12．Σ6

：工蝿．〔域　　　　　44，76

ユ3・9凶　　47・2＄

ユ3．40　　　48．94

分析結果1工

SiO2

SO3

1》20δ

Cl

I〈2　O

Ha20
CaO

M90
Fe2　03

M恥q

撰　土，1躍

乾物百分中1次頒分巾

6．512

0．X92

1　．dl・t

O。［t38

ユ護8S

O．9泓

3．｛｝71

0．撮7

0。025

0．oO8

46。38

1。37

10．07

0。gs

工O．6‘，

6．58

21．87

3．18

0，18

0。06

砂　土　礪

乾㈱分中隊分醗・

6．922

《｝。233

〔｝．8so

O。217

ユ．682

0、339

3．磁（，

｛1．426

（1．016

｛，咽‘lo6

正9。66

工．67

6．31

工．56

12．O｛当

2．d3

2d．68

3．06

0．ユ1

0．O述

礫　ゴニ　1菰

（d）　昭和8年度秋獄用桑

拗醗中隊分醗中

5．768

ひ．2u1

ユ．07羨

0。151

2．027

〔D。幌9

3．3瓢

O。537

0．030

0．OO5

生3．04

1．57

8、01

ユ．工3

ユ5。ヱ3

4．8轟

2・i，74i

4．07

0．22

0．Otii

　以上は乾葉につきての分析結果なれ共著渚等はま海容伐を薦し無施肥にて栽培せし場禽の桑

三蝿こつ繊るべく生葉につきて分祝せり。自Pち昭和8・’ド7月17日一20日に方質圃場より
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i新鮮桑葉を探集し來り直ちに分析せの。その結果次の如しo

分析結果1工工
留一　　　　叫一　　　　　　　　　　　　　　　　　v＿＿．＿＿．v．　臼　＿一＿＿　　　＿＿．＿＿＿　　　　＿nv＿＿，＿｝　　　＿t．＿t＿＿　　　　　　　　　一＿．　　　　．罪一

tm．＝．．

@　　屋塗⊥豊撫L豊L竺！1劇戴至廻懲隻1墨竺．墨襲鎚。

新鮮物
百分lP

乾　　物

百分中

竣土囁
砂土慣
礫土臓

襲二1二麗

癒少土1“．1’，

礫二1：1・這

（＄（s，v3

65。71

65．SO

33．07

34。29

34．20

7．5〔｝

5．6v

4．06

　22．68

しユ6・5V

｝11．・・87

i

2。（）o

LB6
’1。，93

鐵，d，0　　　　6．67

d満〕5　　　　5．s強

d。57　　　　5帰68

6．（［5　　　：t3，31，　　　2〔，．17

5．di　2　　　工2∂69　　　．Z7．〔b3

5。B5　　　　13．il（S　　　　コ6．61

コ2，50

：夏6．5旨

：匙8．c，6

37．79

蕗。2‘｝

52．，9｛）

（G）　各成分絶鮒量

以上爾年度に於ける分析結某よりノド∫勾一・株常りの牧礎：ll！：に鮒する各紺放分の糸色封彙（｝lfこ∫，7：ノ・‘）

を算腐すれば次の如し。

　　　　　　　　　 一・一 @　　　　　　　一一い　　、　　　．　　　　　．刷　　　s・th－v船制　　　　　　　　　　　　　　　 勘糊rv @　　榊

＿＿

@＿．＿＿＿＿。．一遡．蒸．し。，。＿＿＿＿＿＿＿＿浸出物．．＿．＿誌＿＿＿＿＿黛選轡『

ll’｛和6年度

竣土麗
砂土砥
礫土砿

戦麟詠分粗猟酷テール繍糸画・麟｝ll∫辮14’

ll‘l　lll811；度

撰出砿
砂土1・躍

礫」二滅

　9　　　　　9
1559　　　　　a．｛｝（⊃1．，6

：i526　　　　　　986．6

：1497　　　　≦）32．〔｝

：｛｛t57　　　　　　975．2

13，　58　　　　臼92。3

．127s　　　　s些⊂｝．9

123．6

：ω正．5

1〔〕1．｛，

9
　943．2　　　　62．E

31），S　　　　64P8

di　1．，5　　　　（S9馬3

：1．〔｝1｝．：3　　　2i）．1　　　　（s，A．1

77。3　　　　2，5．2　　　　5V。1

51．9　　　　　　23．d　　　　　　58齢堤

7，9．3

7菖．2

7r）。7

97．2

7v．3

72、（i

2‘LIJ．‘畠

Σr）r）。⊂｝

276、5

182，鳳

22乏畠．7

23くL8

（d）　澱粉慣並に螢養比

1　　火正7年度　　　1　　ブこ呵灘年慶

壁懸瞬糊艘・『糀1痢鮒剛艘比

聯殿用薬

捜出賊1

砂土砿
礫出砿

32．‘tS

32，58

33．33

11．75　　　　　　1．37　　　　　　　30の70　　　　　　1：正融V6　　　　　　1。58

コエ．48　　　’1　．tn2　　　　32．29　　　ユ2。23　　　：1。71

ユZ・40　　　1．53　　　　33，8‘2　　　12。61　　　工．8出

昭和6年度　　　　　　　　　　ll召羽18jlこ鷹

＿＿．＿＿＿＿勢確捌．些搬L⊥豊発些．⊥潔艇駆工鯉還一L蟹↓ヒ

秋瓢用桑

撫副、5．75
砂　ニヒ　選　　　　　35．35

礫　ニヒ　玉旺　　　　　37．7正

12。30

11．66

12。37

2．01　　　　　　　33．07

2。33　　　　　　　3‘t．（i7

2．55　　　　　　　3d”20

9．5d

』o．Ot）

L56

2護7

9’56 P　‘s’6s

　以Lを通鷹するに澱粉贋は壌土、砂二1：、礫」二の闇にた差勇i彙けれ共督養比ぱ壌二1：Sil一も狭くLて

礫土照最も廣きを知る。勘1ち慶［：に於ては可溶無窓素物に鮒し蛋肖質の割鋼受も穴なるを知る。

荷滲考の爲めに次にその割合を算出すれば次の：如し。

　（e）可溶無窒素物に樹する蛋白質の制合（96）
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　　　　　li焔7年

jJli・　土　圃　　　　57。67

砂　土　櫨　　　　5：｝．23

礫　ニヒ　砿　　　　ti7．68

（の　次分の塩り1蜂度

大癬瞳阿1・ぞ旺物繍鶴蝋犠：灘
59・13　　　翻．5B　　　6〔，，02　　も；たにして礫二L賊最も小にイiウ

　゜「　‘a　・　2・1・　　「e｛　・99　　・34・｝s8　土1厩はその中闇の性質をあら

　47．26　　　　3（S。t）〔1　　　　22．48

　　　　　　　　　　　　　　はすを知る。

　友分の性質を表ぱすには各域分の量による外」やPのC乏L七11i｛》liとAlli‘，11の割合即ち次分の臨

暴度（八Mlmlinity）を↓黙てし之れを常偵（millivEi，1．）にて表はすを便とす。ユェiilliva1は」各IIOiXの

絶封二｝li：を其の’1鏑ヒ（Eclriivalcmt，　xveiglt七）にて除したる商（1）】（1uiv［し1。n七xrahi・叉はVal）にし

て共の撒ll【1〔を大にする爲めに庇輩位とし之をユXiillivalとi云露、。然らば1　mMiva1は1N一鵡ld．叉

は1N－all｛ε浦の1c．e、にオ‘I　l欝す。

　次分巾（」｝恥七1iionカ：A・1ヒiOllに封して過・1奪1にある時は塊基度を11三とし共の反鮒の峙にはf窺と1．’

之を供試品岡11渉物百瓦につきi凝はす峙は桑葉、冷三坦、古梢等の塩塞度ぴt正となるc、瀬して（Jtt一

七lli｛）11　な　？；）　　：K°1　　N｝L°、　　（コtL，°　　ゐと　 Mg・噸　側鮎⊇び）介引：：　（－f－］nilli、Tatl）　ヵ宝　A1ユiL）IL　　プよ｝｝　　＿1：）（）．1　。．・　s（）．1　●◎　ノ吏　（11・、

導の合bllil（－JniltiVtLl）に封する當債の號を《塩基度（［M；1しhlk磁1蔑iもy）と訟ひ（ltし｛｝1）io），tなる

K’、Na”、　C歪u陰及Mg”の合：111：がAllitmなるIii　pOぺ，1　O，1”及（，1，の合lli！1に鮒する・；iith’Z．の遊

を生述ii皇的職基度（1’hJ’msiol（，gical　alkiし1inity’）と云ふ。

　分・肝結果

1・　昭和3tド6月　11　0弓袈簗せ・し分析材料1こつきf左々木民泌（7）により分彩アせ・る結：果｝よi次の

如し。

＿曽
@　　　　　　　　　　　＿騨＿鰯＿羅脇．P．＿一＿．＿＿．＿．一一一＿＿＿＿、．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

葉身

葉柄付

断梢

古納

壌土

砂土

礫：t

漉土

砂土

礫土

漉上

砂土

礫土

覇鮮物百1乾物1～f分
分rl塞水分i巾次分
　　　1

7工．d7

71．19

7：ユ．72

12．6〔》

12．17

孟琵躍［艮的塩蕪慶

鶴L剰｝；ξ蟹「葦暁讐璽

瓢．〔16

10．98

11’68 ﾟ2・43

9．75

10．11

：tO．a6

3．5E

3．93

4．03

18．95

LL2，Q9

ユ8．d6

12。01

14。32

18．d6

131，．d

ユ33．6

工45。L）

ユ84．8

126．3

193．1

42，8

57．0

7匹誠

　39．8

138・5
　41．1

醜　塩　瀞　麿

奮弩ユ留墜響劃禦禦

10．3；蓄

1（1。をIO

11。78

コ8。31

ユ1．81

17。77

U．〕8

12．95

17。53

工30．【》

125誠

’L37．6

17S．5

’Zl，J．d

185．v

39．9

51．5

70．6

，37。1

36；X

38、Y

　以1：の成績によれば春鷲用桑につきては葉身及新棺の塩基度は礫土賦最も大にして砂二正瀬最

も小なりしが古梢に於ては壌土、砂土、礫IL：の闇には署しき嚢i異あり。　帥ち壌土11i置最も小1こし

て礫二1蔦最も大となれり。

2・昭和6年9月3日に探集せし分析材料（濃身）につき7」（分の分析結果より盤基度を算出

すれば次の如し。

………”’一一m”－T…u「…蕊’τ『［皿冨…二1：「　礫　土一”

　　　　　　　　　　1新鮮物百分中乾物
乾物百分q5灰分［
乾物酊瓦につき塩基度　…
　　　　　　　　　　1

35．75

工・1　，｛Ut』

12ま。7工

35，35

13．94L

l，11．37

37．71

11L4〔，

．〔53．｛JA

胴



，88　　　　　　　　　　　　　懲　　　云除　　　離　　　i雛　　　誌　　　　　　　　　　　　〔第七巻

i次に同一材料につきF｝wns七einer氏方法に」：り測定せし結果は次の如し。

＿＿一．＿．一＿＿　　　　＿．　　　　三鞭億繍＿＿＿u－一一暫一t、＿＿＿　＿蝋驚”　邑．礁撚：一＿一　ド　＿讐呈　、：＿一蚕皿・鷹拠旺四遵塾聾E書暫里脚糖鰭㈹牌＿＿一＿　　”惜’糊博．　

Ut　ゴ・　i　砂　」i・・　1　礫　・1：

　　　　茨分’・XLにつき1　　8・・・　　　　・・…　　　　，・69

塩墓慶　　乾物百鉱につき　　　　　　　　　　　　　　　　：星2tL．6　　　　　　　　　　　133．1，　　　　　　　　　　　129．8

　　　　新鮮物百瓦につき　　　　　　‘飯．5　　　　　　　　　　並7．1　　　　　　　　　　‘ω．〔，

倫3く同一一材’料につき佐々木氏法により分析せし結果は次の如しo

li襲　tl：　1　砂　土　1　礫　・t：

∠ヒ坦的塩基慶

藁塩瀞度

炭分：L瓦につき

鞄物百瓦につき

新鮮物百瓦につき

次分：L跳につき

耽物百瓦につ選

新鮮物百瓦につき

コ｛｝。98

ユ54，1

55，11

10．75

150。9

53．9

’J．3　．　Ul

181，7

倣．2

コ2，77

17s。o

〔旧，9

：t2．（YA

：1．69孕1

63．8

16．99

227．6

85．9

　以上の域績により湾察するに薬葉次分の撒ノ1蜘変は礫土、砂土、壌土の順序に勲1転減するを原則

とするものにして春獄用桑に於ては典の譲朋瞭ならざりしが秋獄川藥に於ては共の匿剤係明瞭な

るをAl1AしりQ

VII，総　　　括

　人工を以て壌土、砂ニヒ、礫一hを作成し共慮にナ｝｝餐せる桑樹の葉質に如fitfなる鰻化あるかを秋

獄用桑につき調査せしに次の司噸を認めfeり。

　1．牧彙は壌土、砂土、礫土の順に次第にi，・sle少す。

　2．　刈桑中盃芽割含は壌土下磁乏も少く礫ゴ：二麗鼓も大なり。

　3．秋獄用桑につき各帳同様に施肥せし場脅（昭和〔1年慶）も無施肥にて培養せし場合（昭

和8年度）も略々岡様の糾f果にして壌土賦は水分、蛋白質，エーテル浸出物の割倉多く粗繊維、

可溶無窒素物の量に乏し。礫二L置は壺く之に反し砂」温はよ艶藍土賦と礫土匝の咽lilの性貿をあら

はす場合多し。

　4・可溶無窒素物に封する蛋白費の割合ぽ壌：1二1・1ε最も大にして砂土廠之に瓶ぎ礫：！：1岨最も少

し0

　5・次分の塩灘度は轟獄用桑につきては興の關係明瞭ならざりしが秋猛用桑に於ては礁k、

砂土、壌土の如き順ド茎にて漸城せりo

　以」二より考ふるに獄の最後の口的たる絹綜物質を多く生産せんとする縣繭育には蛋n質の1剃

合多き壌土傾の桑葉が適し灘の健全なる磯育を整む覆繭育に於ては蛋白質の過多ならざる塩基

度の大なる礫土麗乃至砂ゴ湛に生育せる樂葉が遡當する購となる。

文　　　麟

1，　t！、縣慧業峰玉佼25孟ド要豪艮　p。29－37　　　　　　　　　　　　　（メくII三5tJド3」「」）

・・ ｿ糧竺麟・鰍・・7號・茄8－66・　（大・・1；．・年・・月）

3・　波多野岩吉　日ホ學術協曾報｛「i’第5懸　P，37正一378　（昭痢1　，k　！1り

’i・宮遽悦夫叢織灘嚢麟蝋所1…5－・8・昭和5年・・」」）



鵜翻　　　　』嚇の胱i騒欝・依る擁（豫報）　　　　㈱
　5，　田リ1；保次　　　同　　　↓　　　　　P、317－：34S）　　　　　（昭和5年12刀）

・・川瀬鰍郎撚灘騰【司舘剃・1き・…一一・335（燗5年・∫D

　7．佐々木林治郎　日牢擾葱化雌會1濾　二奮6珊　p．‘128－－ti46　　（大ITI三’【5年6月）

　　　　　　　　　　　（Feb．　23，　1935）

生締の日光曝露に依る影響（豫報）

納　　　谷　　　藤　　　十

　　x　緒　　　言

　天然絹線』各種聯Jiとtl’Jl：に・Ys：　fy卜線とび）lltd係に就いては最近、ゴF常に關心をもたれゐ様になって

來て、之が研究報・爵も少なくない（）

　盤綜は織物繊維中最もよく鑑外線を1吸孜する繊維の様である。（製綜N（舐4．驚買）1Jt乙女新

一一
Y技師は篇眞乾｛友を利用して此を確めてをる。此の結果に依るとイk綜の：醒外線吸η文は木綿、

人絹、羊毛に比し甚大である。叉最近京都商等工墾1｛｛gd！校の川森氏の訓査に催くると、（樹畢10年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
3月號、9G頁）天絹は凡2650A．～2900Aの聞に藩しい吸ユ1父率を有する纂を報告してをるo

されば之等の作川が生綜“）物理的性質、例へr蒜張力、仲度等に必すや寿嚇あるべきでMる。

依つてll光及各種波長の幅射波の。盤綜の性欣に及ぼす作用を調査する準奮鮭して、売づ「1光

の曝露に依りて生綜の張力及伸慶が被る彬響を試験して見疲o

　11．供試生練

r｝’Pi種　昭和八年度，圧：田鍛編i轟門離校疏1丈105　x欧170

上田鷲綜専門羅校製綜部に於いて繰綜せる14デs一ルの繊度綜を川ゆo

　　ユII．方　　　法

　40cm×1r」　cエnの針金製矩形の枠に姐綜を、60乃蒸70回並列に雀き，8月9月r匡　快晴

の時刻を選び（正午の前t麦約3時聞）一定翻1、口光の直射にH灘せしめleるもの、及び食

塩の飽和溶液に　：li！S，夜浸Lたる生綜を、同腺な操作をせる二種のものに就きセリメークーに依

り其張力及抑度を槍握せり。搬赫は50cユnに就いてセリメーターは80“呪uバ（甥器下す。

IV．成　　　績

各ユ0本に就てのユF均値は下衷及圓に示す如し。

　　　　　　第　一一．表　　生綜のi繊力、仲度と曝露時間との1暑制係。

コ噸ほ璽」L～1麺二鐙1．一：一上饗竺塞1・難型L隼．度．£L」鰹蟹゜喫禦蓋

　　　o　　　　　li　　　　　　3・57　　　　　　　1　　．　　　　1（・〔1・o　　　　　l　　　　　　21・〔・　　　　　　｝　　　　　　　10〔・・o


